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生徒を取り巻く交通環境と課題

（財）日本交通安全教育普及協会

平成２３年12月

資料１
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２２年度鹿児島市立学校における交通事故発生状況

学 年
歩 行 者
死傷者数（比 率）

自 転 車
死傷者数（比 率）

計
死傷者数（比 率）

１年生 １２ （３７．５％） １２ （２９．３％）

小 ２年生 ７ （２１．９％） ２ （２２．２％） ９ （２２．０％）

３年生 ４ （１２．５％） １ （１２．２％） ５ （１２．２％）

学 ４年生 ３ （ ９．４％） ４ （４４．４％） ７ （１７．１％）

５年生 ４ （１２．５％） ２ （２２．２％） ６ （１４．６％）

校 ６年生 ２ （ ６．３％） ２ （ ４．９％）

計 ３２ （７８．０％） ９ （２２．０％） ４１ （１００％）

中 １年生 ２ （２８．６％） １ （２０．０％） ３ （２５．０％）

学 ２年生 ４ （５７．１％） ２ （２０．０％） ６ （５０．０％）

校 ３年生 １ （１４．３％） ２ （４０．０％） ３ （２５．０％）

計 ７ （５８．３％） ５ （４１．７％） １２ （１００％）

高 校 ２年生 １ （１００％） １（１００％）
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年齢別・状態別死傷者数
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H２２年全国高校生事故傾向
原付自転車

①通学中の事故発生率は

２０.１％とほぼ横ばい
②１当比率は４１.１％とやや
低くなった

・人的要因では安全不確認
が２１.１％と最多
通学以外の４７.２％は安
全不確認・動静不注視・漫
然運転・脇見運転の違反

③事故の８３.１％は違反あり

④２当の２８.７％は違反なし

自 転 車
①通学中の事故発生率は

６２.９％とやや高くなった

②１当比率は１８.１％とやや
高くなった

・人的要因では安全不確認
が６４.８％と最多（前年比3.8％増）

その３７.０％は信号無視・
一時不停止の違反 （ ）

③事故の７０.６％は違反あり
（ ）

④ ２当の３５.９％は違反なし

通学路での交通事故は学校管理下
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無 灯 火 二人乗り 信号無視
歩道通行者に
危険を及ぼす
違反

平成２２年 ６５６,３２０ ４７５,０２５ １３７,１１８ ２０１,２２５

その他 指導警告票

交付件数

対前年比
赤切符

交付件数
対前年比

６５３,０９３
(前年比１０１．５％）

２,１２２,７８１ ９８.０％
２,４０３

①信号無視

②遮断踏切立入

③乗車・積載違反

１８１.２％

自転車の交通指導取締り状況
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自転車事故の課題
１．自転車乗用中事故の傾向 ＜2007年頭部外傷ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸより＞

・負傷者１７１,１７８人（全負傷者の１６．５％）
（＊自転車重傷者は全重傷者数の２０．８％を占める）

２．自転車乗用中の事故

・小学生 交通事故受傷者の６６％

・中学生 〃 ６７％

・高校生 〃 ６２％

３．自転車事故による重傷頭部外傷の特徴 （救急外来１４９人の分析）
・男性：６０．４％ 女性：３９．６％ ・頭部単独損傷 受傷者の３４．９％

・意識清明期の有無 約２割（他の事故の倍）

・頭部外傷の転帰 ①死亡 ４０％ ②予後良好・軽度の障害 ３７％

③重度障害･植物状態等の予後不良 ２３％

⇒死亡原因の６７．２％が頭部外傷⇒頭部打撲は専門医の精密検査が必要
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状態別死者数の変化 （１６～１９歳）

２４時間以内 ３０日以内 増加率

自動車乗車中 ７５ ８０ １０６．６％

原付乗車中 ３９ ５１ １３０．８％

自転車乗用中 １６ ３２ ２００．０％

合 計 １３０ １６３ １２５．４％

※ 自転車は頭部損傷で７２．１％、 胸部損傷で８．８％が死亡。（Ｈ２２年全年齢）

※原付の３割はヘルメット脱落による頭部損傷で死亡（Ｈ２２年全年齢）
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自転車事故ヘルメット着用調査

・埼玉医科大学国際医療センター発表（平成２３年１０月８日）

・対象：平成１７年４月～２２年１２月（５年間）１５歳・中学３年までの自転車乗用中

に事故に遭い、病院で診察を受けた子供１７２人

＜内訳＞

・頭部に怪我をした人 １０９人（全体の６３％）

うち重症２７人（上記の２４，８％）

脳挫傷や脳内出血で治るまで数ヶ月掛かったケースもあったほか、落ち着きが

悪くなったり、物覚えが悪くなったりして、後遺症が疑われるケースもあった。

＜提言＞

・重症の中にはヘルメットを被っていたら、軽く済んだと思われるケースも あった

そうで、子供にはヘルメットを被らせてほしいとセンターは要望しています。
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高校生１万人当たりの自転車乗用中･原付乗車中の死傷者数  （全国）
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自転車 61.05 61.34 63.5 65.4 67.36 65.87 61.89 58.51 55.74 56.56

原付 27.09 24.97 21.78 20.44 19.53 17.14 14.75 12.4 11.24 9.80 

13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年
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高校生１万人当たりの自転車乗用中･原付乗車中の死傷者数　（ワースト比較）
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群馬県（自転車） 137.5 148.9 145.8 163 164 173.4 167.1 169.7 148.5 164.6

鹿児島県（原付） 114.9 101.6 105.6 98.65 101.1 81.68 71.7 64.78 61.64 50.57

13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

A都道府県

B都道府県
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ある高校の交通安全活動実績

＜通学中の交通事故年度別発生率推移＞

平成１７年 １８年 １９年 ２０年 （各１学期末）

１年生 １１．８％ １０．２％ ３．４％ ３．３％

（ヒヤリ体験率） （４５．４％） （５３．１％） （４４．８％） （３５．９％）

２年生 ６．７％ ６．７％ ４．２％ ２．８％

３年生 ６．８％ ６．７％ ４．２％ ４．４％

＜入学式＞ 挨拶（会長は安全講話）＋交通安全テキスト配布（自習＆記述方式）

校長 ３分 ３分 １分 １分

P会長 ３分 ３分 ５分 ５分

注１．ヒヤリハット体験は危険の要因まで把握することで、生徒自身の安全意識の高揚を図った

２．クラス単位での集計を続けると変化が分かり、生徒指導のヒントを得ることができた

３．生徒は納得さえすれば、実行力向上ができることが裏付けられた

（傘差しでヒヤリとした一年生： 平成１７年：３９．５％⇒２０年：１２．４％まで低下）
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自分の命は自分で守るために

１．目 配 り

２．気 配 り

３．心 配 り

＊３配りの習慣化で交通リスクを減らす
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交通教育のあるべき姿

１．自主自立できる人づくり

２．責任ある行動ができる人づくり

３．考えて安全行動のできる人づくり

良識ある交通社会人の育成




